日本語学習者の作文指導のための誤用分析 by 堀井 惠子
































武蔵野女子大学平成 7年度 1年生のうち、日本語 Iを履修した留学生 12名





















































































学習者A 韓国 誤用数 5 漢字の非用 ー あつまる （集まる）
1)その単語の意味は（が）全然頭の中に浮かぴ上がらず困っていた。
2)入管での熱い経験が思い浮かって（浮かんで） ．． h 



























学習者C 韓国 誤用数 10 




5)京都のつけもの（ぶぶ清け） c 注 日本の文化を知っているのだが、不正確だった。
6)行き来の（する）客 f 
7)特々（独特）の文化
8)私なりにわざと（わざわざ）時間を作っていったのに、 •. C * 
9)建前を言う心の中には何が潜まれて（んで）いるのだろうか。 h-2 






学習者D 韓国 誤用数 36 漢字の非用 1 ざんねん（残念）
l)私は 3年ほど前（から）日本に来て日本語を勉強しています。 f 
2)3)ひらか（が）なた（だ）けを覚えてきました。 d、 d
4)ーロ（一言）も言えなかった私が、 .. C 
5)日本語を学べば学ぶほど実はどれだけ（どんなに）難しいかということに気づきました。













16) ・・と思う ⇒立上ーですが・• k-1 
17)18)19)私が日本に来たことのもと（理由）は私の力を伸び（伸ばし）たかったの（から）







26)27)日本の家庭に (x) もぎんと（ぎっと）安定するでしょう。 f、d
28)コマ⇒二上ーシャル i 
29)30)31)32)たまに（の）ストレス解消であれ（ば）な（ん）のことにもならないと思います
がそれがくぜ（せ）になったら大変なことだと思います。 C 、 f、 d、 d
33)日本に来る前テレビから（で）競馬のことについて宣伝するのは一度も見たことはあり











学習者E 韓国 誤用数 21 
1)レポート用紙の題名を書く欄から書き始めている。 J 
2)日本語について論じること (X) は外国人なら一度ぐらい (x) はテーマとして文を書い












10)適当にどうもを言えば大ぎく （あまり）問題はなかったが、 •. c 















学習者F 韓国 誤用数 16 
1)2)ある言葉を用いるときに認識されることが（は）国や文化によって渾い（うので）、言葉
は人間の認識や思考に影響力を持つものである。 f-1、 C
3)日本で留学生として生活しながら感じたのは、 ・・・ということだ（だった）。 b 
4)5)6)7) ・ ・よくわからない。例えば、 ・・・ 「ちょっと」と言って都合が悪いことを伝えた
のである (x)。ところが、この「ちょっと」という言葉には相手を考えている日本人の気
配りが入っているの（よう）である。この「ちょっと 1 という言葉は (X) 日本人同士では
相手を傷つけずにうまく断る方法としてよく用いられているの（よう）である。 k-1,k-1, a, 
k-1 
8)昔から日本人は・・・・伝承してきたのである (x)。 k-1 
9)ここで私が経験したことをたとえると（沖べると）、ある日、 .. C 
10)私の場合は、 ・ 「いつ」と聞いたらちょっと変な顔をされたそうだ (x)。K
11)日本人は単なるあいさつのつもりで言ったのである（であろう）。 K 
12)文字どおりに（の）意味⇒丘上受け取ってしまうのではなく、 •.. f 
13)14)15)16)確かに日本語には．..あいまいな表現が多い。ところが（しかし）、その表現
の中に（は）表れている (X) 日本人は暖かな心を持ち、 ・・・人情の深い民族であること
は（が）間違いない（と表れている）。 g、 f、 a、f-1
学習者Fも「のである」の使い方や文末の処理の仕方を十分に理解していないので、その練
習が必要である。















様々で (X) ある。 f、k-1、 C、 C、 f、 C、g、f-1、 f
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21)五つは全部同じの (X) ように見えたが、そうではなかった。 f 
22)23)24)25)使うのに（につれて）だんだんわかってきたが尊敬・可能は難しかった。⇒上立こ
しこれは）日本人の場合 (x) もけっこう戸惑っているらしい。とくに尊敬・可能のところ
























































4)外国人にとっては、これは容易ではないことだった (X)。 b 
5)6）7)8)人々は（が）お互いに（を）理解したり、交流したり平和な暮らしをするために必要




































































































4)5)6)7)8)9)10)11)日本語の中 (x) に⇒基上男言葉」上上、女言葉（が）二つ (x) 分けて
（分かれて）いる。女性には女性特有の表現法があり、男性には男性自分（だけ）の特徴的






17)18)日本語の中に（には）大変便利なことば⇒立ユーたくさん活用されている。 a、 f 











34)35)0 0様は（を）お願が (X) いいたします。 f、 i 
36)37)38)39)日本に来っ (x) て2年半になる私は未だにうまく日本式（の）電話（の）かけ



















a構文など 27 (8.21%) 
b時制 16 (4.86%) 
c語彙 67 (20.36%） うちc-1慣用句 3 
d発音からくるもの 20 (6.08%) 
e母語からくるもの 4 (1.22%) 
f助詞 97 (29.48%） うちf-1「は」と「が」 18 (5.47%) 
g接続詞など 13 (3.95%) 
h動詞の活用など 17 (5.17%） うち自動詞•他動詞 3 態 12 (3.66%) 
i表記・漢字 19 (5.78%) 
j原稿用紙の使い方、句読点など 1 (0.3%) 
K文体、文末表現など 45(13.68%） うち「のです」に関するもの 直 (5.77%)
m敬語に関するもの 3 (0.91%) 
学習者KとLで総誤用数の33％を、 f助詞の46％を占めている。内容が動作の記述を述べる
ものではなかったので b時制の誤用が少なかったのではないだろうか。当初仮定していたよ
りも、上級になると個別差が大きいようで、ある学習者は d発音からくる誤用が多く、ある
学習者は語彙の誤用が多いといった具合である。総じて誤用の多いものは f助詞と K文末の
処理の誤用が多くなっている。どの学習者にも多かったのは f助詞と c語彙の誤用である。
8 おわりに一作文指導へのフィードバック
今回の誤用分析は、対象を実際の科目履修者に限定したため、当該対象者には誤用の特徴
が明確になり直接フィードバックできるのはもちろん、次年度にこの科目を履修する学習者
にも比較的応用できるものが多いと思われる。作文指導はどの段階でもそうだがとくに上級
では予想以上に個別差（くせ）が大きくなるので、最初の段階で長めの文を書かせ項目わけ
した誤用分析をして個別の特徴を客観的に認識させるのが有効であろう。また、ある程度共
通に誤用の多い助詞、文末の処理などは、今回の分析データで問題集を作って、全体で、ま
た、個別に練習させることが大切だろう。語彙に関しては類義の誤用が多いので、類義語の
使い方の違いを練習問題形式で指導することを考えたい。その他にも分析結果からはまだい
ろいろな指導上のアイデアが浮かぶ可能性がある。今後はこの項目に基づく誤用分析とその
研究を続けることと並行して問題集を作成し、さらに、話し言葉の誤用分析、ワープロ、パ
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ソコンの使用と学習者の誤用の関係などについても調査・研究したい。
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